
令和元年 6月 10日 
政策企画部 

人口減少対策チームの設置について 

１．体制 

〇 政策企画部に「人口減少対策チーム」を設置（平成 31年 4月 1日）

 ※ 政策調整課（総合戦略担当）と一体となって推進

２．背景 

 〇 これまで、本市では「まち・ひと・しごと創生総合戦略推進本部」を設

置し、各分野における施策を推進

 〇 全国的に東京一極集中の傾向にあり、本市においても東京圏への人口流

出が年々拡大（H28 ▲2,198 H29 ▲2,236 H30 ▲2,446）

 〇 人口減少の要因は複合的に重なり合うため、分野の垣根を超えた組織横

断的な施策立案が必要

３．役割 

 〇 部局の枠組みを超えた組織横断的な施策立案を強化

 〇 次期総合戦略も視野に現行の取組を深化・加速させる「新たな施策」を

展開

４．業務内容 

 〇 人口減少対策に関する動向や要因について更なる調査・分析を行う

 〇 2020 年度予算編成に向けて、課題（テーマ）ごとに，関係各課職員で

組織するワーキンググループを設置し，データに基づいた施策を立案する

資料８ 



令和元年６月 10 日 
政策企画部 

ワーキンググループ（以下、ＷＧという）の実施方針 

１．目的 
人口減少に関する課題に対し、関連課から職員を参集し、組織横断的 施策 立案  

２．概要 
（１）組織体制 
  ・3   課題（低出生率、若者 転出超過、人口減少社会への適応※）について、各ＷＧを組織 
  ・課題に関連する課から 1名ずつ参集し、1 グループ５名前後で３グループを結成 
  ・各ＷＧに人口減少対策チームが事務局として参加 
  ・第 3 者として外部ファシリテーターを配置  各ＷＧ 組 立 ，進行 担 （組織間の対話の促
進や、    合意形成 短期間 行   ） 
※人口減少社会への適応は、重点施策立案    次期総合戦略 向  年度後半 ＷＧ組織予定 

（２）進め方 
  ・業務時間中に全 5回 意見交換   、施策立案 目指 （詳細  ３．スケジュール」参照） 
   施策立案 中 、必要な調査・分析については、基本的 人口減少対策    行 
（３）ワーキンググループメンバーについて 
・職位に関わらず、課題に対してチャレンジ精神旺盛で、前向きな職員とする 

３．スケジュール 
日付 内容 概要 

5月27日 プレワーキングの実施 概要説明、課題の設定 
6月下旬 第 1回 フレームワーク(SWOT分析等)を用いた施策アイディアの発案 
7月上旬 第 2回 施策アイディアの絞り込み、調査事項の検討 
8月上旬 第 3回 調査結果を踏まえ、施策の再検討 
8月下旬 第 4回 施策のブラッシュアップ、施策立案 

★ 施策立案    

低出生率 低有配偶出生率

未婚率 高 

参集職員
・こども政策課 ・雇用政策課
・男女共同参画課

家計に余裕がない

仕事  両立 難  

配偶者 非協力的

•女性 雇用創出
•在宅    促進
•副業支援
•出産後の再就職支援
etc……

…

在宅    稼      支援

課題(ﾃｰﾏ) 要因1 要因2 複数の施策を検討

施策
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（複数関係課）

•   毎 新規 拡充施策立案
•次期総合戦略 向 課題出 

人口減少対策チーム
（政策企画部）

•ワーキンググループ事務局
•関係課 連携  施策立案
•次期戦略策定支援

連 携


